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都 立 大 ボ ラ セ ン
－都立大から生まれるボランティア活動－
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昨年の八王子未来カンファレンスというイベントに参加した際に八王子学生委員の方から声をかけてい
ただいたのがきっかけです。今まで学生天国の存在を知らなかったのですが、詳細をお聞きして今年度
は周りへの発信により力を入れていきたいという団体内の課題もあり、とても良い機会だと捉え今回の
参加にいたりました。

学生天国では当団体の紹介と活動拠点である岩手県大槌町の魅力を紹介したポスターの掲示、当団体で
スタディツアーごとに作成しているきずな新聞の配布、そして私たちが定点観測している大槌町の復興
の変遷を捉えたものを写真で展示しました。

きずなとして初めての参加だったのですが沢山の方に来ていただいて、学生天国というイベントのパ
ワーをすごく感じました。特に定点観測の展示に多くの人から興味を持っていただき大変嬉しく思いま
した。活動に対するお褒めの言葉をいただいたり、見に来てくれた方と1時間近く震災について語り
合ったりとかなり充実していたのではないかなと思います。また他大学との交流も沢山生まれたことも、
よかったことの一つだと感じています。是非来年も参加したいと感じました！

今回は、2024年5月12日（日曜日）に開催された「学生天国」に初
参加した際の感想と出展ブースの様子をお届けします。

※ 学生天国とは、八王子学生委員会が主催する学生と市民向けの交流イベントです。
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学生天国に参加しようと思った経緯は、都立大の方で有志で行われた「八王子未来カンファレンス」と
いうイベントで学生天国委員の学生と知り合い、活動の場を広げるために参加しました。

当日は、活動紹介の展示と車いす体験・嚥下障害をもっている方が普段食事や水分補給で利用している
トロミ飲料の試飲を行い、しょうがい当事者の立場にすこしでも立ってもらえるような体験を用意しま
した。

当日は、こどもから大人まで幅広い年齢層の方々に体験をしてもらうできて、とても有意義な時間にな
りました。とくに車いす体験に興味津々なこどもたちが多く、夢中になってずっと乗っている子もいま
した。
幼い頃から車いすを利用する経験してもらえたことは嬉しく思いますし、未来を担うこどもたちに体

験を通して障害の問題について考えるきっかけを与えることができていればいいなと思います。

今回は、2024年5月12日（日曜日）に開催された「学生天国」に初
参加した際の感想と出展ブースの様子をお届けします。

※ 学生天国とは、八王子学生委員会が主催する学生と市民向けの交流イベントです。
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保育園でラグビー指導ボランティアを行った際、子どもたちが初めてラグビーボールを手にした瞬間に
心が動かされました。その小さな手でボールをしっかりと握り、一生懸命に走り回る姿を見ると、ス
ポーツが持つ力の素晴らしさを感じました。特に、最初はボールに触ることを躊躇していた子どもが、
自分のペースで少しずつ慣れていき、最終的には笑顔でトライを取る姿を見て感動しました。子どもた
ちが楽しみながら新しいことに挑戦する姿を見守ることができたこの時間は、私にとって非常に意義深
いものでした。

保育園でのボランティアでは、以下のような苦労がありました。まず、子どもたちの注意を引き続ける
ことが難しい点です。子どもたちは集中力が短く、すぐに他のことに気を取られます。そのため何度も
声を出して注意を引く必要がありました。また、言葉の理解やコミュニケーションが完全でないため、
指示を理解させるのが困難でした。さらに、安全管理にも細心の注意が必要でした。特にラグビーとい
うスポーツは危険を伴うものなので子ども達の安全の配慮に気をつけました。

ラグビー部にとって、保育園ボランティアは地域とのつながりを深め、社会貢献の意識を高める貴重
な機会です。地域の子どもたちと触れ合い、ラグビーの楽しさを伝えることで、クラブの活動を広める
だけでなく、地域社会との強固な関係を築くことができます。ボランティア活動を通じて、部員たちは
地域の一員としての責任を自覚し、社会への貢献を実感することができます。保育園ボランティアはラ
グビー部にとって、地域との絆を深め、社会貢献の意識を育む重要な活動であると考えています。

今回は、2024年６月８日（土曜日）に、八王子市の光明第八こども
園で行われたラグビー指導のボランティア活動に参加した様子を振り
返ります。当日は子どもたちも大変楽しんでいる様子が伺えました。

私たちラグビー部は「人として成長し愛されるチーム」を目指す姿とし日々活動しています。その実現
のため、保育園でのラグビー教室やボランティア活動を行い地域の方々と交流を深めています。また私
達は部活動としても高い目標を設定し、日々活動しており、チームの特徴としては部員同士の仲が良く、
風通しが良いところです。現在部員、マネージャー共に大募集しているので、気になる方はお気軽にご
連絡下さい！

▼連絡先
〈 X 〉@tmurugby
〈Instagram〉https://www.instagram.com/tmu.rugby/
〈YouTube〉東京都立大学 ラグビー部-YOUTUBE

https://www.youtube.com/@user-ji7st7si5f

https://twitter.com/tmurugby
https://www.instagram.com/tmu.rugby/
https://www.youtube.com/@user-ji7st7si5f
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今回は、2024年６月８日（土曜日）に、八王子市の光明第八こども園で行われたラグビー指導
ボランティア活動に参加した様子をご紹介します。子どもたちの笑顔がたくさん見られました。
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左上：大学生ボランティア活動報告会
参加した学内団体の皆さん

左下：東日本きずなプロジェクト
「学生天国」
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発行元：東京都立大学ボランティアセンター
発行日：2024年7月26日（金）

所在地：〒192-0397東京都八王子市南大沢１－１
Tel：042-677-1354
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WEB：https://volunteer.tmu.ac.jp/
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2024年７月２７日（土曜日）に、大平公園広場で開催される「第39回南大沢夏まつり」に、ボラ
ンティアセンターの学生コーディネーターが中心となってボランティアを行う都立大チームが参画し
ます。当日は、企画ブースを出展し、お子様をはじめとする地域の方にお楽しみいただける内容と
なっています。皆様、是非お越しください！会場でお待ちしています！

ボランティアセンターのWEBサイトでは、ボランティアを通じて活躍する学生の声をお届けしてい
ます。学生コーディネーターや、スポーツボランティアプログラム・地域ボランティアプログラムの
参加者、ボランティアセンターに登録のある学内団体の学生や、ボランティアセンターを通じてボラ
ンティアに参加した学生等、様々な形でボランティアにたずさわる学生が、どのような思いや理念を
もって活動しているかお伝えします。毎月１度更新予定です。下記URLからご覧ください。

https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/

ボランティアセンターでは、ボランティアに関する相談をお受けしています。どんなボランティ
アがあるの？ボランティアってどうやって始めたらいい？といった学生からの相談や、学生のボ
ランティアを募集したい、といった地域の方のご相談も可能です。下記URLからご予約ください。

【都立大生向け】https://forms.office.com/r/LAiQFW2aAL

【地域の方向け】https://forms.office.com/r/ke1QMnYnAb

南大沢夏まつりのご案内

【日時】７月２７日（土）１６：００～ ※雨天時は28日（日）に延期

【場所】大平公園（八王子市南大沢３－１１） 南大沢駅より徒歩１５分

右上：地域ボランティアプログラム
竹コップでスープを味わう

右下：ラグビー部
「保育園でのラグビー指導」

ボランティアセンターからのお知らせ

表紙の写真

https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/
https://forms.office.com/r/LAiQFW2aAL
https://forms.office.com/r/ke1QMnYnAb
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